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戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）

強
行
採
決
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
５
年
の
９
月

19
日
、

３
年
目
を
迎
え
る
「
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
１
市
４

町
の
会
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
の
、
街
宣
車

と
軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台
、

約

15
名
が
５
つ
の
街
を

一
日
か
け
て
回
り
、
地

域
の
住
民
と
と
も
に
訴

え
ま
し
た
。 

南
幌
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
ま
ず
社
民
党
か
ら
、

道
連
浅
野

幹
事
長
が
、

立
憲
民
主

か
ら
は
、

千
葉
清
美

栗
山
町
議

が
挨
拶
を

し
ま
し
た
。 

地
元
か

ら
は
、
熊

木
恵
子
共

産
党
町
議

と
木
村
賢

治
さ
ん
が
、 

長
沼
で
は
、

薮
田
亨
共

産
党
町
議

と
中
村
由

紀
男
さ
ん

が
、
由
仁
で
は
、
地
元

大
竹
登
共
産
党
町
議
と

大
久
保
雅
子
さ
ん
が
、

栗
山
で
は
、
元
共
産
党

町
議
の
重
山
雅
代
さ
ん

と
小
谷
美
和
子
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
訴
え
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
、

Ｇ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
３
人

が
、
ギ
タ
ー
演
奏
と
替

え
歌
を
披
露
、
♪
「
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
何
度

で
も
、
日
本
を
救
う
合

言
葉
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

う
け
ま
し
ょ
う
」
と
歌

い
、
♪
「
こ
の
大
地
に

（
地
球
に
）
核
ゴ
ミ
は

い
ら
な
い
」
の
曲
を
、

雨
が
パ
ラ
つ
く
合
間
を

 

 

 

 

 

 

くまがい議員【質問】 

医療・介護施設・学校等  

で、ＰＣＲ検査の大規模実  

施をすべきではないか。  

厚谷市長【答弁】 

現在市内での発生者はい  

ないので、必要ないと考えている。  

くまがい議員【意見】 

 厚労大臣が記者会見で感染流行地域や、医

療・高齢者施設などでの幅広いＰＣＲ検査の

実施を道府県に要請すると発表している。国

会で山添拓参議が、「無症状者を含めて幅広い

検査をすれば、予算規模も大幅に膨らむ。政

府が自治体負担分を含めて、十分な財政保障

をするべき」と求めたところ、厚労大臣は「地

方公共団体が、予算がないから検査できない

ということがないようにしたい」と答弁して

いる。ＧＯＴＯキャンペーン等で、観光客の

増加とともに、感染リスクは増大する。無症

状者を含めた幅広い検査が感染拡大を抑止す

る。是非とも必要な検査はしっかりと実施し、

今後感染者が出たとしても、感染を広げない

よう最大限の施策を要望する。  

くまがい議員【質問】 

市民への情報開示・PCR 検査を受ける際の

交通手段に対する広報についての考えは。  

厚谷市長【答弁】 

情報は道のＨＰや記者会見等で発表されて

いる。検査を受ける際の交通手段も含めて、

電話で相談していただくよう、説明している。 

くまがい議員【意見】 

PCR 検査を受ける際の交通手段について、

不安を感じている市民に向けて、わかりやす

く安心できる説明を要望する。  

くまがい議員【質問】 

陽性者の隔離・保護、治療体制についてど

のようになっているか。  

厚谷市長【答弁】 

陽性者への対処については、指定感染症法

に基づいて、道に権限がある。 （2 面に続く） 

南幌Ａコープ前  

長沼町役場前  

由仁駅前  

栗山ラッキー前  

夕張ニコット前  
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ぬ
っ
て
市
民
へ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。 

最
後
は
、
夕
張
ニ
コ

ッ
ト
前
で
、
社
民
党
と

立
憲
民
主
の
挨
拶
後
、

く
ま
が
い
桂
子
共
産
党

市
議
が
「
安
倍
政
権
を

継
承
す
る
菅
新
総
理
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
国
民
生
活

を
守
る
こ
と
よ
り
、
戦

後
最
大
の
軍
事
費
を
選

び
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
野

党
連
立
政
権
で
、
立
憲

主
義
・
民
主
主
義
を
と

り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

つ
い
で
、「
明
日
の
平

和
を
つ
く
り
だ
す
夕
張

の
会
」
共
同
代
表
の
一

人
、
内
田
暁
風
さ
ん
が

「
宗
教
者
の
一
人
と
し

て
、
憲
法
９
条
を
改
悪

し
、
戦
争
へ
の
道
を
継

承
す
る
菅
政
権
は
、
絶

対
に
許
す
わ
け
に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
や
孫
た
ち
に
、
９

条
を
生
か
し
た
平
和
な

日
本
を
残
す
こ
と
が
、

私
た
ち
大
人
の
責
任
で

す
。
ご
一
緒
に
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

(1 面から続く)  道の指示に協力したい。      

くまがい議員【意見】 

市内で陽性者が出た場合、市民への注意喚起と

ともに、患者や家族等に対しての「誹謗中傷の防

止」を積極的に発信していただきたい。  

くまがい議員【質問】 

 受診控え等で医療機関の減収が起きている。収

入の補填や検査機器、治療機器、感染防止設備の

導入に対する補助を抜本的に拡充すべきでは。  

厚谷市長【答弁】 

収入の補填については国の施策を積極的に紹

介していく。医療機関や介護施設など公共性の高

いところには、感染防止のための物品を支給済

み。今後も国の交付金を活用して、医療検査機器

や治療機器の導入を補助できないか検討中。  

 

 

 
 

 
 

 

明
治
維
新 

58 

朝
鮮
植
民
地
支
配 

㊵ 

 
 

 
 

 
 

武
断
統
治
か
ら
文
化
統
治
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

民
族
の
誇
り
を
か
け
て
た
た
か
わ
れ
た
三
・
一 

独
立
運
動
が
、
再
び
湧
き
上
が
る
こ
と
を
恐
れ
た 

日
本
政
府
と
総
督
府
は
、
新
た
な
統
治
体
制
を
と 

る
な
ど
一
定
の
変
化
を
見
せ
ま
す
。 

 

武
力
だ
け
で
の
支
配
で
は
無
理
と
み
て
、
民
族

運
動
を
抑
え
つ
つ
、
よ
り
柔
軟
に
、
日
本
へ
の
同
化
を
図
る
政
策
に
切

り
替
え
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

本
質
は
変
わ
ら
ず 

と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
武
力
で
の
支
配
の
本
質
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
「
武
断
政
治
」
を
特
徴
付
け
た
憲
兵
警
察
制
度
を
廃
止
し
た
が
、

憲
兵
や
警
察
官
・
派
出
所
は
三
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
で
制
定
さ
れ
た
稀
代
の
悪
法
「
治
安
維
持
法
」
を
朝
鮮

に
も
適
用
し
、
思
想
弾
圧
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

文
化
政
治
の
な
か
み
は 

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
年
８
月
、
新
し
い
総
督
（
第
三
代
）
に
海
軍
大

将
加
藤
実
が
就
き
ま
す
。
そ
し
て
執
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
文
化
政
治
」
の
な
か
み

を
み
る
と
、 

１
９
２
０
年
、
民
間
朝
鮮
語
新
聞
の
発
行
を
相
次
ぎ
許
可
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
ふ
き
つ
も
る
不
満
の
は
け
口
と
し
て
の
懐
柔
策
で
し
た
。 

ま
た
一
定
の
条
件
を
満
た
す
団
体
に
は
、
結
社
や
集
会
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

当
然
、
厳
し
い
検
閲
の
目
が
光
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
参
政
権
が
拡
大

さ
れ
諮
問
機
関
が
置
か
れ
ま
す
が
、
議
決
権
は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
も
、
日
本
人
と
並
ん
で
「
有
志
」
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
人
の
地

方
有
力
者
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
、
朝
鮮
人
地
方
議
員
も
生
ま
れ
ま
す
。 

経
済
政
策
で
は
、
産
米
増
殖
計
画
が
始
ま
り
、
一
部
の
朝
鮮
人
地
主
が
成

長
し
ま
す
。 

こ
う
し
て
日
本
の
政
策
に
協
力
す
る
特
権
階
層
、
「
親
日
派
」
を
育
て
た
の

で
す
。 

 ＊ 

朝
鮮
総
督
に
は
陸
海
の
大
将
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
九
代
の
総
督
中
、

海
軍
が
就
い
た
の
は
加
藤
の
ほ
か
、
す
べ
て
陸
軍
が
占
め
ま
す 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩（144） 

畠
山 

和
也
「 

か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前 

衆 

議 

院 

議 

員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

畠
山 

和
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

間
違
い
を
正
し
て 

 
 

「
ど
の
テ
レ
ビ
も
、
菅
首
相
を
持
ち
上
げ
て
い
る
み
た

い
で
気
味
が
悪
い
」
。
「
つ
ど
い
」
で
出
さ
れ
た
言
葉
に
、

参
加
さ
れ
た
方
は
一
様
に
う
な
ず
き
ま
し
た
。
苦
労
人
の

代
表
み
た
い
に
描
か
れ
る
菅
首
相
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

仕
事
を
失
っ
た
方
や
、
バ
イ
ト
が
で
き
ず
退
学
を
検
討
し

て
い
る
大
学
生
な
ど
に
向
け
た
言
葉
は
何
一
つ
聞
こ
え

ま
せ
ん
。 

 

先
週
、
小
選
挙
区
予
定
候
補
ら
と
政
府
交
渉
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
ま
だ
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
中
小
企
業
、

赤
字
補
て
ん
が
な
く
苦
し
ん
で
い
る
病
院
・
診
療
所
、
ひ

と
り
親
世
帯
や
Ｄ
Ｖ
に
苦
し
む
女
性
の
実
態
を
次
々
と

ぶ
つ
け
、
政
府
に
迫
り
ま
し
た
。
あ
る
担
当
者
は
「
予
備

費
が
七
兆
円
以
上
あ
り
ま
す
」
と
応
じ
ま
し
た
が
、
そ
れ

な
ら
デ
ジ
タ
ル
庁
よ
り
給
付
金
こ
そ
急
ぐ
べ
き
。
国
会
を

開
い
て
議
論
を
と
、
野
党
は
三
ヵ
月
も
要
求
し
続
け
て
い

る
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

経
済
産
業
省
は
、
「
核
の
ゴ
ミ
」
最
終
処
分
場
へ
の
文

献
調
査
に
応
じ
る
自
治
体
に
交
付
金
を
出
し
ま
す
と
キ

ッ
パ
リ
。
交
付
金
目
当
て
に
応
募
へ
手
を
上
げ
る
自
治
体

が
あ
っ
た
場
合
は
と
の
問
い
に
、
個
別
に
審
査
す
る
と
し

な
が
ら
「
国
は
甘
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」
と
も
。
交
付
金

を
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
い
っ
た
ん
応
じ
た
調
査

な
ら
最
後
ま
で―

―

国
の
押
し
つ
け
宣
言
と
受
け
止
め

ま
し
た
。 

 
 

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
へ
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を

申
し
込
ま
れ
た
、
あ
る
道
民
の
メ
ー
ル
に
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
日
本
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
野
党
の
力
の
結
集
が
必

要
で
す
。
間
違
い
を
正
し
て
下
さ
る
あ
な
た
方
が
必
要
な

の
で
す
」
。
こ
の
熱
い
思
い
に
応
え
た
い
。 
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